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水の入ったバケツを用意してね�

　別海くるみ幼稚園では、７月19日別海消防署による「花火指導」�

がありました。子ども達は消防士さんの説明をよく聞いてから、一�

人ずつ順番に花火に火をつけ、終わった後は水の入ったバケツにき�

ちんと後始末ができました。夏休みには、たくさんの花火を楽しん�

でください。�
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尾
岱
沼
に
夏
を
告
げ
る
第
三
十
九
回
え
び
ま
つ
り
が
、
六
月
二
十
六
日
・
二
十
七
日
の
両
日
、
尾
岱
沼
漁
港
特
設

会
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

前
日
祭
は
、
野
付
竜
神
太
鼓
の
演
奏
で
幕
を
あ
け
、
わ
ん
ぱ
く
腕
相
撲
大
会
、
歌
謡
シ
ョ
ー
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
本
日
祭
の
二
十
七
日
は
、
子
供
に
人
気
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
シ
ョ
ー
や
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
踊
り
、
歌
謡
シ
ョ
ー

な
ど
が
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
行
わ
れ
大
勢
の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
ま
た
、
恒
例
の
え
び
・
あ
さ
り
す
く
い
に
は
、

長
蛇
の
列
が
で
き
る
な
ど
人
気
の
的
。

両
日
と
も
天
候
に
は
あ
ま
り
恵
ま
れ
な
い
中
、
町
内
外
か
ら
大
勢
の
家
族
連
れ
や
観
光
客
が
訪
れ
、
尾
岱
沼
の
旬

を
味
わ
い
な
が
ら
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。
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町
内
在
住
五
十
年
以
上
で
九
十

歳
に
な
る
方
を
祝
う
「
別
海
町
長

寿
賞
」
を
、
梅
内
シ
ケ
さ
ん
（
別

海
西
本
町
52
）
が
受
賞
し
、
お
祝

い
に
訪
れ
た
森
田
収
入
役
か
ら
長

寿
賞
と
記
念
品
が
手
渡
さ
れ
ま
し

た
。
梅
内
さ
ん
は
、
明
治
四
十
二

年
六
月
二
十
日
生
ま
れ
。
と
て
も

お
元
気
で
す
。

北
方
四
島
在
住
ロ
シ
ア
人
訪
問

団
四
十
人
が
六
月
十
九
日
、
別
海

町
を
訪
れ
、
施
設
見
学
や
町
民
と

の
交
流
を
楽
し
み
ま
し
た
。

一
行
は
、
十
九
日
に
別
海
町
に

入
り
、
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
館
や
老

人
ホ
ー
ム
清
翠
園
、
知
的
障
害
者

施
設
柏
の
実
学
園
を
見
学
。
ま
た
、

別
海
漁
協
婦
人
部
と
、
び
ん
踊
り

や
鮭
太
鼓
で
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

こ
の
後
三
班
に
分
か
れ
対
話
集

会
を
開
き
、
漁
業
に
関
す
る
こ
と

や
主
婦
の
仕
事
の
話
な
ど
、
と
ぎ

れ
る
こ
と
な
く
意
見
が
交
換
さ
れ
、

訪
問
団
か
ら
は
「
も
っ
と
時
間
が

欲
し
か
っ
た
」
と
の
声
も
出
て
い

ま
し
た
。

ま
た
、
七
月
八
日
に
は
北
方
四

島
在
住
ロ
シ
ア
人
青
少
年
十
人
が

訪
れ
、
町
内
の
各
家
庭
に
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
し
て
交
流
を
深
め
合
い
ま

し
た
。

十
二
歳
か
ら
十
六
歳
ま
で
の
青

少
年
は
、
別
海
中
学
校
で
一
緒
に

給
食
を
食
べ
た
り
、
温
水
プ
ー
ル

で
子
ど
も
達
と
遊
ん
だ
り
、
別
海

市
街
で
買
物
を
楽
し
み
ま
し
た
。

買
物
帰
り
で
は
、
自
分
の
顔
の
写

真
が
シ
ー
ル
と
な
っ
て
出
て
く
る

プ
リ
ク
ラ
を
み
ん
な
で
記
念
写
真

代
わ
り
に
撮
っ
て
い
ま
し
た
。

ロ
シ
ア
人
青
少
年
は
、
日
本
で

の
短
い
ひ
と
時
を
楽
し
く
過
ご
し

ま
し
た
。

北方四島在住ロシア人訪問



5 8

藤
井
康
則
さ
ん
全
国
大
会
へ

北
海
道
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

知
的
障
害
者
施
設
「
柏
の
実
学

園
」
の
入
所
者
や
、
町
内
の
障
害

者
が
活
動
し
て
い
る
共
同
作
業
所

「
ス
ワ
ン
の
家
」に
通
う
男
女
十
一

人
が
、
七
月
三
日
・
四
日
に
開
催

さ
れ
た
第
三
十
六
回
北
海
道
障
害

者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
で
好
成
績
を
あ

げ
、
六
日
、
役
場
を
訪
れ
報
告
を

し
ま
し
た
。

釧
路
で
開
か
れ
た
大
会
に
は
、

全
道
各
地
か
ら
身
体
障
害
者
七
百

三
十
三
人
、
知
的
障
害
者
五
百
七

十
二
人
が
参
加
。
大
会
に
出
場
し

た
十
人
の
う
ち
五
人
が
メ
ダ
ル
を

獲
得
す
る
好
成
績
を
あ
げ
ま
し
た
。

卓
球
で
昨
年
に
続
き
銀
メ
ダ
ル

を
獲
っ
た
藤
井
康
則
さ
ん
は
、
九

月
に
島
根
県
で
開
催
さ
れ
る
全
国

大
会
の
切
符
を
手
に
入
れ
ま
し
た
。

コ
ー
ス
に
交
流
の
輪

六
月
二
十
五
日
、
第
十
八
回
別

海
町
高
齢
者
親
睦
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

大
会
が
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
別
海
町
老
人
ク
ラ

ブ
連
合
会
の
主
催
で
行
わ
れ
、
町

内
の
老
人
ク
ラ
ブ
か
ら
二
十
四
チ

ー
ム
・
百
六
十
人
が
参
加
。
親
睦

と
は
い
え
、
管
内
大
会
出
場
を
か

け
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

優
勝
／
広
栄
老
友
会
Ａ
　
準
優
勝

／
本
別
緑
ク
ラ
ブ
　
三
位
／
昭
和

末
広
ク
ラ
ブ
　
四
位
／
大
成
寿
ク

ラ
ブ
　
五
位
／
泉
川
楽
生
ク
ラ
ブ

Ａ※
以
上
の
五
チ
ー
ム
が
管
内
大
会

に
出
場
し
ま
す
。

北
海
道
警
察
音
楽
隊
、
カ
ラ
ー

ガ
ー
ド
隊
、
町
地
域
の
安
全
パ
レ

ー
ド
が
六
月
二
十
七
日
、
町
交
通

安
全
協
会
と
町
防
犯
協
会
主
催
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
パ
レ
ー
ド
は
、
悲
惨
な
交

通
事
故
、
暴
力
を
根
絶
し
、
安
全

で
明
る
い
町
づ
く
り
を
住
民
み
ん

な
で
誓
い
あ
う
こ
と
を
目
的
と
し
、

役
場
前
か
ら
ぷ
ら
と
横
の
多
目
的

広
場
ま
で
を
音
楽
隊
、
カ
ラ
ー
ガ

ー
ド
隊
、
別
海
中
央
中
学
校
ブ
ラ

ス
バ
ン
ド
部
、
地
域
住
民
約
百
五

十
人
が
パ
レ
ー
ド
を
行
い
ま
し
た
。

多
目
的
広
場
で
は
、
ド
リ
ル
演

奏
が
披
露
さ
れ
、
一
糸
乱
れ
ぬ
音

楽
隊
と
ガ
ー
ド
隊
の
軽
快
な
演
技

演
奏
に
驚
き
の
表
情
で
拍
手
を
贈

り
ま
し
た
。

「安全で明るい町」を誓いあう
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昨
年
八
月
か
ら
工
事
を
進
め
て

い
た
町
営
球
場
が
完
成
し
、
七
月

三
日
、
改
修
オ
ー
プ
ン
記
念
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

球
場
は
昭
和
五
十
二
年
秋
に
完

成
、
五
十
三
年
か
ら
一
般
開
放
し

て
お
り
、
平
成
元
年
に
は
管
内
で

始
め
て
照
明
が
設
置
さ
れ
、
こ
の

ほ
ど
、
老
朽
化
の
た
め
改
修
工
事

を
行
い
ま
し
た
。

球
場
の
面
積
は
、
一
万
一
千
二

百
六
十
九
平
方
メ
ー
ト
ル
、
両
翼

九
十
メ
ー
ト
ル
、
セ
ン
タ
ー
百
十

メ
ー
ト
ル
。
改
修
工
事
は
約
一
億

七
千
万
円
を
か
け
、
本
部
席
、
内

野
観
客
席
九
百
三
十
八
席
、
外
野

の
芝
張
り
、
土
の
入
れ
換
え
、
フ

ェ
ン
ス
、
バ
ッ
ク
ネ
ッ
ト
等
を
改

修
し
ま
し
た
。

セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
小
崎
良
一
町

軟
式
野
球
連
盟
会
長
が
あ
い
さ
つ
。

Ｊ
Ａ
別
海
の
飯
島
秀
樹
主
将
は

「
施
設
に
負
け
な
い
ス
ポ
ー
ツ
文

化
を
構
築
し
た
い
」
と
お
礼
の
言

葉
を
述
べ
ま
し
た
。

こ
の
後
、
ピ
ッ
チ
ャ
ー
佐
野
力

三
町
長
、
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
教
育
委

員
会
の
丹
羽
勝
夫
委
員
、
バ
ッ
タ

ー
町
議
会
の
道
又
茂
隆
文
教
厚
生

常
任
委
員
長
に
よ
る
始
球
式
で
、

別
海
町
選
抜
チ
ー
ム
と
五
十
歳
以

上
の
シ
ニ
ア
チ
ー
ム
の
記
念
試
合

が
行
わ
れ
、
生
ま
れ
変
わ
っ
た
球

場
を
祝
い
ま
し
た
。

町
営
野
球
場
改
修
オ
ー
プ
ン

感
謝
の
気
持
ち
を
こ
め
て

ス
ズ
ラ
ン
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

六
月
二
十
一
日
、
上
風
連
小
学

校
（
児
童
数
六
十
二
人
）
の
児
童

代
表
八
人
が
町
内
の
施
設
を
訪
れ
、

ス
ズ
ラ
ン
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し

た
。こ

の
活
動
は
、
同
小
学
校
で
毎

年
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、
午
前

中
に
自
分
達
で
摘
ん
だ
ス
ズ
ラ
ン

を
花
束
に
し
て
、
役
場
、
病
院
、

老
人
ホ
ー
ム
な
ど
を
訪
問
。
普
段

お
世
話
に
な
っ
て
い
る
人
へ
の
感

謝
の
気
持
ち
、
ホ
ー
ム
に
入
所
し

て
い
る
人
へ
の
励
ま
し
の
気
持
ち

を
、
ス
ズ
ラ
ン
に
こ
め
て
贈
っ
て

い
ま
す
。

別
海
高
校
酪
農
科

サ
ル
ビ
ア
等
を
植
栽

別
海
高
校
（
中
村
維
興
校
長
）

酪
農
科
の
生
徒
は
七
月
三
日
、
研

修
牧
場
、
酪
農
工
場
、
役
場
の
花

壇
に
、
同
校
の
温
室
で
育
て
た
花

の
苗
を
植
え
込
み
ま
し
た
。

こ
の
催
し
は
、
二
十
年
以
上
前

か
ら
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、

日
頃
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
施
設

に
感
謝
の
気
持
ち
を
こ
め
て
植
え

て
い
ま
す
。

役
場
正
面
玄
関
横
の
花
壇
に
は

サ
ル
ビ
ア
等
の
花
の
苗
を
百
五
十

五
本
、
て
い
ね
い
に
植
栽
し
ま
し

た
。
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図書館
通信

関屋敏隆・絵本原画展
『日本をあるいて絵かきになるんだ』
絵本作家・関屋敏隆さ

んの尾岱沼、トドワラか
ら羅臼までの楽しい旅の
絵本『日本をあるいて絵
かきになるんだ』のシル
クスクリ－ンの原画40点
を展示します。
◇とき／７月30日f～８月15日a

ただし、８月２・９日は休館です。
◇ところ／図書館エントランスホール

シルクスクリーン教室
関屋敏隆先生の指導でオリジナルのＴシャツ作り

に挑戦してみませんか？
◇と　き／８月10日c午後１時～午後３時
◇ところ／図書館２階視聴覚ホ－ル
◇対象・定員／小学生以上30名
◇用意していただくもの／白いＴシャツ等
◇参加料／200円
◇参加申し込み／８月５日eまでに図書館に電話で

申込んでください。

お話し会『絵本をつくる楽しさと夢』
関屋先生の絵本と旅の楽しいお話しです。

◇と　き／８月11日d午後１時～
◇ところ／図書館２階視聴覚ホ－ル
◇対象／小学生以上
◇申し込み／当日、直接会場にお越し下さい。

『布遊－緯糸
たていと

と経糸
よこいと

を括り合わせて－　
キルト・アップリケ』

町内の手芸愛好家伊藤洋子さんと渡辺睦子さんの
キルトとアップリケの作品50点を展示します。
◇と　き／８月21日g～９月３日f

◇ところ／図書館エントランスホ－ル
問い合わせ／別海町図書館　５－２２６６

関屋敏隆氏プロフィ－ル
1994年岡山県に生まれる。京都市立美術大学

工芸家染織専攻卒業。絵本に『はだかんぼうが
ふたり』『馬のゴン太旅日記』（第７回絵本にっ
ぽん賞）『オホ－ツクの海に生きる』（第44回産
経児童出版文化賞美術賞）など多数ある。

芸術文化団体別海町合宿のお知らせ�

○国立音楽大学クラリネットオーケストラ�
　合宿期間／８月13日f～16日b�
　合宿会場／西春別ふれあいセンター�
【技術指導】�
○音楽セミナー（西春別ふれあいセンター）�
　８月14日g　10：00～12：00�
【演奏会】�
○クラリネットコンサート（西春別ふれあいセンター）�
　８月14日g　14：30～15：30�
○アンサンブル演奏（マルチメディアホール）�
　８月15日a　15：30～16：30�
○影絵人形劇団みんわ座�
合宿期間／８月17日c～24日c�
合宿会場／上風連地域センター�
【公　演】�
○影絵人形劇団みんわ座�
　８月22日a（西公民館）　10：30～12：00�
　８月23日b（上風連地域センター）　10：00～11：30�
　　なお、今回はみんわ座と共に東京在住の若手落語家�
　（柳家小太郎）、講談師（神田北陽）が来町し、みんわ座�
　と共演します。�
○落語家、講談師単独公演�
　８月19日e（マルチメディアホール）　18：30～19：45

別海町パイロットマラソン大会�
別海町パイロット健康マラソン大会�

参加者募集�
�

○別海町パイロットマラソン大会�
�
�
�
　・パイロットマラソン参加料／2,000円�
　　開会式／10月２日　18：30�

○別海町パイロット健康マラソン大会�
�
�
�
　・コ ー ス／別海市街一周（５㎞）�
　・参加資格／小学校４年生以上の健康な男女�
　　　　　　　（小学生／中学生/高校生の参加�
　　　　　　　は､保護者の承諾書が必要です）�
　・参 加 料／小・中学生　400円�
　　　　　　　高校生・一般　600円�
　　　　　　　　（傷害保険料含む）�

申し込み・問い合わせ／社会体育課�
　　別海町パイロットマラソン大会事務局�
　　　　（1５－２８８２・FAX５－０４１８）�

10/3 9/3（日）�
10：00スタート　雨天決行�

申込締切　　　　（金）必着�

10/3（日）�
11：00スタート　雨天決行�

9/6申込締切　　　　（月）必着�



チ� ビ� ッ� コ�

※7月15日　町民保健センターで撮影　（　）内は保護者名�

６ヵ月健診－�

8

８月診療案内�
町立別海病院�

問い合わせ�
町立別海病院管理係  1５ー2311（内線201）�

関口美加子ちゃん�
（廣）�

み　か　こ�

林　　智哉くん�
（誠）�

とも  や�

青木　亮馬くん�
（梢）�

りょう ま�

森井奈々美ちゃん�
（淳一）�

な　な　み�

大窪　滉弥くん�
（光秋）�

こう  や  

菊地　聖奈ちゃん�
（信彦）�

せい  な�

8

　　　　　小児神経外来�

８月６日f�

　　　担当医師　札幌医大　舘　延忠助教授�

�

　　　　　耳 鼻 咽 喉 科�

８月９日b～８月10日c午前�

　　　担当医師　札幌医大　上村　正見医師�

８月23日b～８月24日c午前�

　　　担当医師　札幌医大　坪田　　大医師�

�

　　　　　脳 神 経 外 科�

８月25日d午前�

担当医師　道小児センター　高橋　義男医師�

�

　　　　　皮　　膚　　科�

８月５日e～８月６日f午前         �

　　　担当医師　札幌医大　松坂　英信医師�

８月19日e～８月20日f午前�

　　　担当医師　札幌医大　近藤　靖児医師�

９月２日e～９月３日f午前�

　　　担当医師　札幌医大　近藤　靖児医師�

＊８月５日、８月19日、９月２日の午前の診�
　療は10時30分から開始します。�

�

　　　　　外　　　　　科�

　外科診療は手術・検査のため、毎日午後の診�

療は休診となっていますのでご了承ください。�

　なお、午後は薬の処方もできませんので、�

ご注意ください。�

�

　　　 携帯電話の使用について�

　携帯電話は、病院内の医用電気機器に影響�

を及ぼす場合がありますので、病院内では電�

源を切ってください。�
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だいすけ�

坂野下大輔くん�
（貴志）�

井上　季音くん�
（裕）�

とき  お�

さつ  き 

井上　颯毅くん�
（正春）�

ひろ  や�

　山　仁弥くん�
（克弥）�

みず  き�

米倉　瑞稀ちゃん�
（浩樹）�

れ　お�

齊藤　怜央くん�
（秀人）�

あや  か�

宮田　彩香ちゃん�
（豊治）�

９月の保健業務予定�

問い合わせ／町民保健センター（15-0359）�

9

日�曜日� 予定内容� 場　　所� 時　　間�

8

６�

〃�

〃�

７�

〃�

９�

12�

14�

〃�

16�

20�

〃�

〃�

22�

27�

28�

〃�

〃�

〃�

29�

〃�

〃�

30�

〃�

電 話 予 約 制�

10：00～14：30�

10：00～15：00�

12：30～13：00�

13：00～15：00�

12：30～13：00�

９：00～15：00�

10：00～14：00�

13：00～15：00�

12：30～13：00�

電 話 予 約 制�

10：00～11：30�

10：00～15：00�

13：00～15：00�

９：30～15：00�

９：30～15：00�

10：00～11：30�

10：00～12：00�

13：30～16：00�

９：30～11：30�

９：30～16：30�

10：00～12：00�

９：30～11：30�
13：00～15：30�

12：30～13：00

町民保健センター�

町民保健センター�

町民保健センター�

町民保健センター�

母子健康センター�

町 立 別 海 病 院�

中 央 公 民 館�

西春別ふれあいセンター�

母子健康センター�

町民保健センター�

町民保健センター�

町民保健センター�

町民保健センター�

尾 岱 沼 出 張 所�

中春別・豊原・美原�

上春別・中西別�

母子健康センター�

上春別地域センター�

西春別ふれあいセンター�

尾 岱 沼 出 張 所�

西 春 別 ・ 泉 川 �

西春別地域センター�

町民保健センター�

町 立 別 海 病 院�

物 忘 れ 相 談 �

乳幼児健康相談�

高血圧予防相談�

３ 才 児 健 診 �

母 親 教 室 �

４ ヵ 月 健 診�

健幸カーニバル�

乳幼児健康相談�

母 親 教 室 �

１ 才 半 健 診�

物 忘 れ 相 談 �

1才3ヵ月歯みがき教室�

肥 満 予 防 相 談�

地 区 健 康 相 談�

結 核 検 診�
エキノコックス検診�

結 核 検 診�
エキノコックス検診�

母 親 教 室 �

地 区 健 康 相 談�

地 区 健 康 相 談�

フ ッ 素 塗 布 �

結 核 検 診�
エキノコックス検診�

地 区 健 康 相 談�

フ ッ 素 塗 布 �

４ ヵ 月 健 診�

月�

〃�

〃�

火�

〃�

木�

日�

火�

〃�

木�

月�

〃�

〃�

水�

月�

火�

〃�

〃�

〃�

水�

〃�

〃�

木�

〃�
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伝言板�伝言板�お知らせ�お知らせ�

8

別海町役場  5-2111�
西春別支所  7-2131　上春別出張所  5-6011�
上風連出張所  5-7326　尾岱沼出張所  （01538）6-2166

別海町役場  5-2111�
西春別支所  7-2131　上春別出張所  5-6011�
上風連出張所  5-7326　尾岱沼出張所  （01538）6-2166

交
通
事
故
防
止
の
お
願
い

去
る
、
七
月
十
日
標
茶
町
で
一
時
停

止
の
交
差
点
に
お
い
て
、
乗
用
車
と
大

型
バ
ス
が
出
合
い
頭
に
衝
突
し
、
三
名

が
死
亡
、
二
名
重
傷
、
十
九
名
軽
傷
と

い
う
重
大
交
通
事
故
が
発
生
し
て
お
り

ま
す
。

交
差
点
に
お
け
る
出
合
い
頭
事
故
の

多
く
は
、
一
時
停
止
規
制
標
識
の
見
落

と
し
や
一
時
停
止
及
び
左
右
の
安
全
確

認
を
怠
っ
た
た
め
に
発
生
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
運
転
の
際
に
は
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
の
着
用
の
徹
底
、
郊
外
に
お
け
る
信

号
機
の
な
い
交
差
点
で
は
、
一
時
停
止

及
び
左
右
の
安
全
確
認
を
自
ら
確
認
し
、

安
全
運
転
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

別
海
町
・
別
海
町
交
通
安
全
協
会

行
方
不
明
者
相
談
所
開
設
の

お
知
ら
せ

家
出
し
た
人
、
行
方
不
明
と
な
っ
た

人
の
こ
と
で
相
談
さ
れ
た
い
方
（
親
族
、

保
護
者
等
）
は
、
お
気
軽
に
相
談
に
お

い
で
く
だ
さ
い
。

警
察
で
は
、
関
係
者
個
人
の
名
誉
と

秘
密
は
確
実
に
守
り
ま
す
の
で
、
安
心

し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

な
お
、
都
合
に
よ
り
相
談
所
に
こ
ら
れ

な
い
方
は
、
最
寄
り
の
警
察
署
で
も
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

○
日
時
／
九
月
七
・
八
日
　
午
前
九
時

半
〜
午
後
四
時

○
場
所
釧
路
警
察
署
（
1
０
１
５
４
―

２
３
―
０
１
１
０
）

問
い
合
わ
せ
／
中
標
津
警
察
署

（
1
２
―
０
１
１
０
）

地
域
振
興
券
交
付
期
限
の

お
知
ら
せ

平
成
十
一
年
三
月
十
七
日
よ
り
交
付

を
始
め
た
「
別
海
町
地
域
振
興
券
」
は
、

残
り
一
カ
月
半
で
引
き
換
え
出
来
な
く

な
り
ま
す
。
ま
だ
手
続
き
を
済
ま
せ
て

い
な
い
方
は
、
お
早
め
に
引
き
換
え
を

済
ま
せ
て
下
さ
い
。

※
「
別
海
町
地
域
振
興
券
」
の
交
付
及

び
使
用
期
限
は
、
交
付
を
受
け
た
日
か

ら
平
成
十
一
年
九
月
十
六
日
（
木
）
ま

で
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
／
社
会
福
祉
係

（
内
線
２
８
４
・
２
８
５
）

平
成
十
一
年
度

定
期
種
畜
検
査
の
お
知
ら
せ

牛
及
び
馬
の
種
畜
検
査
が
行
わ
れ
ま

す
。希

望
さ
れ
る
方
は
八
月
十
日
（
火
）

ま
で
に
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

○
検
査
日
程
／
九
月
三
日
、
六
日
、
七

日申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

酪
農
畜
産
係
（
内
線
３
０
３
）

Ｆ
Ａ
Ｘ
５
―
２
４
９
７

個
人
事
業
税
の

第
１
期
納
期
限
は
８
月
31
日
で
す

個
人
事
業
税
は
、
道
内
に
事
務
所
や

事
業
所
を
設
け
て
、
事
業
を
行
っ
て
い

る
個
人
の
方
に
、
そ
の
事
業
所
の
所
得

を
基
礎
と
し
て
課
税
さ
れ
る
道
税
で
す
。

納
税
通
知
書
が
届
い
た
方
は
、
忘
れ

ず
に
納
期
限
ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
納
税
に
は
便
利
で
確
実
な
口

座
振
替
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
／
根
室
支
庁
税
務
課
直
税

係
（
1
０
１
５
３
２
―
３
―
６
１
３
１
）

内
線
２
３
３
４
・
２
３
３
５
）

夜
間
・
休
日
納
税
相
談

夜
間
・
休
日
納
税
相
談
窓
口
を
開
設

し
ま
す
。
日
中
や
平
日
に
ご
来
庁
で
き

な
い
方
は
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
／
夜
間
＝
九
月
十
日
（
金
）
午

後
八
時
ま
で
。
日
曜
日
＝
九
月
十
二
日

（
日
）
午
前
九
時
〜
午
後
四
時
ま
で
。

▽
会
場
／
役
場
一
階
税
務
課
（
夜
間
・

日
曜
日
は
職
員
玄
関
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
）

※
な
お
、
平
日
の
日
中
は
い
つ
で
も
納

税
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
／
納
税
係
（
内
線
２
３
５
）

特
定
疾
患
等
患
者
に
対
す
る

通
院
交
通
費
の
助
成
に
つ
い
て

特
定
疾
患
等
の
患
者
に
対
す
る
通
院

交
通
費
助
成
の
申
請
を
受
け
付
け
て
お

り
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
手
続
き
を
行

っ
て
下
さ
い
。

○
対
象
者
／
特
定
疾
患
等
患
者
、
重
度

心
身
障
害
者
医
療
費
受
給
患
者
、
精
神

障
害
者
（
通
院
認
定
者
）、
以
上
の
方
々

の
介
護
者

○
助
成
対
象
期
間
／
申
請
月
の
一
年
前

か
ら
と
し
ま
す
。

○
助
成
額
／
通
院
距
離
に
応
じ
て
算
出

し
ま
す
。

○
申
請
期
限
／
九
月
九
日
（
木
）
ま
で

問
い
合
わ
せ
／
医
療
給
付
係

（
内
線
４
８
４
）

愛
犬
家
の
皆
様
へ

去
る
六
月
二
十
五
日
、
別
海
町
環
境

衛
生
団
体
連
合
会
の
総
会
を
開
催
致
し

ま
し
た
が
、
こ
の
席
上
「
最
近
、
道
路

の
路
肩
、
河
川
の
堤
防
敷
地
等
に
犬
の

糞
が
そ
の
ま
ま
放
置
さ
れ
て
お
り
、
草

刈
な
ど
の
作
業
し
て
い
る
方
々
が
大
変

迷
惑
を
し
て
い
る
」
と
い
う
指
摘
が
あ

り
ま
し
た
。

犬
の
運
動
を
さ
れ
る
愛
犬
家
の
皆
様

方
は
是
非
、
糞
の
後
始
末
を
さ
れ
ま
す

よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

別
海
町
環
境
衛
生
団
体
連
合
会
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お知らせ�

入
所
者
募
集
の
お
知
ら
せ

国
立
函
館
視
力
障
害
セ
ン
タ
ー
で
は

平
成
十
二
年
度
入
所
者
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

○
入
所
資
格
／
道
内
に
居
住
し
、
視
覚

障
害
に
よ
る
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付

を
受
け
て
い
る
十
五
歳
以
上
の
方
。

○
入
所
課
程
／
理
療
教
育
課
程
（
あ
ん

ま
マ
ッ
サ
ー
ジ
指
圧
師
、
は
り
師
、
き

ゅ
う
師
の
養
成
）、
生
活
訓
練
課
程
（
中

途
視
覚
障
害
者
の
た
め
の
歩
行
、
点
字
、

身
辺
処
理
訓
練
）

○
募
集
人
員
／
理
療
教
育
課
程
　
第
一

部
五
年
課
程
（
中
学
卒
の
方
）
十
五
名
、

第
二
部
三
年
課
程
（
高
校
卒
の
方
）
三

十
名
、
生
活
訓
練
課
程
（
訓
練
期
間
六

ヶ
月
）
十
名

問
い
合
わ
せ
／
社
会
福
祉
係

（
内
線
２
８
５
）

東
京
空
襲
犠
牲
者
名
簿
の

作
成
に
ご
協
力
を

先
の
大
戦
で
、
東
京
は
た
び
重
な
る

空
襲
に
よ
り
多
く
の
方
々
が
犠
牲
と
な

り
ま
し
た
。
東
京
都
で
は
、
皆
様
の
ご

協
力
を
得
て
、
東
京
空
襲
の
犠
牲
者
を

追
悼
し
、
平
和
を
願
う
た
め
、
名
簿
を

作
成
し
ま
す
。
ご
遺
族
や
、
心
当
た
り

の
あ
る
皆
様
の
ご
連
絡
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

○
名
簿
に
の
せ
る
方
／
東
京
空
襲
（
昭

和
十
七
年
四
月
十
八
日
〜
二
十
年
八
月

十
五
日
）
で
亡
く
な
っ
た
方
。（
空
襲
に

よ
る
負
傷
等
が
原
因
で
亡
く
な
っ
た
方

を
含
み
ま
す
）

○
連
絡
い
た
だ
く
内
容
と
方
法
／
は
が

き
・
手
紙
又
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
、
次
の

こ
と
に
つ
い
て
ご
連
絡
下
さ
い
。

・
亡
く
な
っ
た
方
の
①
氏
名
（
フ
リ
ガ

ナ
も
）
②
性
別
③
年
齢
④
亡
く
な
っ
た

年
月
日
⑤
亡
く
な
っ
た
場
所

・
連
絡
い
た
だ
く
方
の
①
氏
名
②
住
所

③
電
話
番
号
④
亡
く
な
っ
た
方
と
の
関

係○
期
限
／
平
成
十
二
年
五
月
末
日
ま
で

※
連
絡
い
た
だ
い
た
内
容
は
、
お
名
前

を
記
録
し
、
名
簿
作
成
の
み
に
使
用
し

そ
れ
以
外
の
目
的
に
は
使
用
い
た
し
ま

せ
ん
。

※
軍
人
・
軍
属
だ
っ
た
方
は
、
東
京
都

戦
没
者
霊
苑
に
お
い
て
慰
霊
・
追
悼
し

て
い
ま
す
。

連
絡
及
び
問
い
合
わ
せ
先
／
東
京
都
生

活
文
化
局
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
文
化
振
興
計

画
課
東
京
空
襲
犠
牲
者
名
簿
担
当
（
東

京
都
新
宿
区
西
新
宿
二
の
八
の
一
、

1
０
３
―
５
３
８
８
―
３
１
４
１

フ
ァ
ッ
ク
ス
０
３
―
５
３
８
８
―
１
３

３
６

役場第２庁舎解体に伴い「物品等」を処分しますY
　役場新庁舎建設に伴い、〝役場第２庁舎（農業委員会、総務部管財課事務所を含む）〟を解体・撤去いたしますが、
資源の有効活用の観点からテストケースとして〝再利用可能なもの〟について無償で処分いたします。�
　処分方法は、次のとおりです。�
　　　　　　　　　　　　　　　　記�
　１．処分の日時　平成11年８月22日a　午前10時集合（時間厳守）�
　　　　　　　　　　注）当日、現場を見た上で希望物件を決定していただきます。�
　２．集 合 場 所　役場第２庁舎２階会議室�
　３．処分の相手方　①別海町内の町内会、地区会、地域会�
　　　　　　　　　　②福祉団体　¡社会福祉協議会　¡別海町小規模通所授産施設「スワンの家」�
　　　　　　　　　　　　　　　　¡別海町高齢者事業団　¡別海町生きがいセンター�
　　　　　　　　　　注）個人は対象外といたします。�
　４．処分物件の搬出日　平成11年９月３日f　午前９時～午後４時まで�
　　　　　　　　　　平成11年９月４日g　午前９時～正午まで�
　　　　　　　　　　平成11年９月５日a　午前９時～正午まで�
　５．処分物件（予定）　①窓サッシ　40組　②ドア　８個（内、サッシ１、スチール７）　③サッシ引き戸　２組�
　　　　　　　　　　④木製ドア　28個　⑤照明器具（蛍光灯用）108個（埋め込み）　⑥ブラインド　57個�
　　　　　　　　　　⑦換 気 扇　12台　⑧流し台　３台�
　６．処分の条件　①処分物件の取りはずし、搬出運搬は、各自が行うものとする。�
　　　　　　　　　　②処分する物件は、取りはずす際、危険がないものとする。�
　　　　　　　　　　③希望者が複数の場合は、抽選とする。�
　　　　　　　　　　④窓、玄関のドア等の取りはずし・搬出は、９月５日aに限るものとする。�

別海町役場総務部管財課管財係　電話01537-5-2111　内線242、247本件に対する問い合わせ先�



128

お知らせ�

国
外
の
ま
ち
づ
く
り

先
進
地
へ
派
遣

町
で
は
、
ふ
る
さ
と
創
生
事
業
の
一

環
と
し
て
、
活
力
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
す
る
国
外
の
先
進
地
を
視
察
し
、

住
民
参
加
に
よ
る
本
町
の
未
来
を
創
造

す
る
リ
ー
ダ
ー
を
養
成
す
る
た
め
、
次

に
よ
り
研
修
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

▽
対
象
者
／
町
に
一
年
以
上
居
住
し
、

将
来
地
域
社
会
に
貢
献
す
る
意
志
の
あ

る
十
八
歳
以
上
〜
三
十
九
歳
以
下
の
町

民▽
派
遣
人
員
／
３
名

▽
派
遣
先
／
オ
ラ
ン
ダ
、
ド
イ
ツ
、
ス

イ
ス
、
フ
ラ
ン
ス

▽
内
容
／
農
村
施
設
・
農
家
民
宿
の
視

察
、
ア
ル
プ
ス
を
中
心
と
し
た
観
光
地

の
ま
ち
づ
く
り
と
ま
ち
の
美
観
づ
く
り

の
視
察
な
ど

▽
期
間
／
十
月
十
七
〜
二
十
七
日

▽
費
用
／
全
額
町
負
担

▽
受
付
期
間
／
八
月
五
日
〜
八
月
三
十

一
日

▽
申
込
書
／
役
場
・
支
所
・
各
出
張
所

に
あ
り
ま
す
。

提
出
先
・
問
い
合
わ

せ
／
企
画
振
興
係

（
内
線
２
６
２
・
２
６
３
）

介護保険制度 2000年4月スタート
65歳以上の人が負担する保険料（月額）を3,258円と試算

介護保険がいよいよ来年４月からはじまります。介護保険
制度は急速な高齢化とともに介護を必要とする人が増加する
等介護の問題が老後の最大の不安要因となることから、高齢
者が住み慣れた地域で安心して暮らしていくために、能力に
応じ自立した日常生活を営むことができるよう必要な保健医
療及び福祉サービスの給付を行うもので、共同連帯の理念に

基づき「社
会全体で支
え合う」仕
組みとなっています。
介護保険はその保険給付費用の２分の１を被保険者が

負担します。
町では第１号被保険者（65歳以上の人）が負担する保

険料（月額）を3,258円と試算しました。
この試算額は、厚生省が示した計算式に基づき、昨年

実施した住民調査から介護保険の給付対象者を328人
（内訳次表）と見込み、

要する施設及び在宅サービスの３年間
の標準給付見込額は20億780万円、保険
料賦課総額は３億2200万円、国勢調査
から推計した人口で除した金額です。
この保険料の額は、現段階での試算

サービスの水準が保険料に反映します
から、今後の国の動向や町の介護保険
事業計画等策定委員会の意見をいただ
き、対象者や給付見込料を十分斟酌し
保険料が決定されますが、介護保険が
施行されましても町では、現在の保健
福祉サービスの水準を後退させること
のないよう配慮した介護保険事業計画
の策定をとり進め中です。

○施設サービス�
特別養護老人ホーム　 94人�
老 人 保 健 施 設 　32人�
療 養 型 病 床 群　 11人�
　　　　計　　　　   137人�

○在宅サービス�
要　支　援     47人�
要介護度一     70人�
要介護度二     32人�
要介護度三     22人�
要介護度四     12人�
要介護度五　   8人�
　　計　　   191人�

訪
問
介
護
（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
）

通所リハビリテーション（デイケア）

訪
問
看
護



13 8

お知らせ�

　別海町では、排水設備指定工事店の資格用件に排水設�
備工事責任技術者制度を導入し、全道統一試験を行います。�
　既に本町に登録されている方は受験の必要はありません。�
�
�
�
○受付期間／９月１日d～10日fまで�
申し込み・問い合わせ／下水道課管理係（内線３５２）�

（日本下水道協会北海道地方支部に委託して実施します）�

�

�
場所／釧路市他　試験講習／10月中旬～下旬�

第10回健幸カーニバル�

○健康川柳�
・対　　象／別海町に在住の方�
・作　　品／テーマは「健康」について。一人三句まで�
・締め切り／８月17日�
○体験エアロビクス（演歌ビクス？）�
・対　　象／別海町内に在住の方（初心者大歓迎）�
・申し込み／午前・午後、各先着30名、�
・締め切り／当日まで�
応募・問い合わせ／�
　保健センター（1５－０３５９・ＦＡＸ５－０３３７）�

9月12日（日）　9時～15時　中央公民館�
募集�

○試験区分、採用予定人員（別海町）�

　一般事務職（高校卒・大学卒）３名�

○受験資格�

・高校卒（短大卒及び専門学校卒を含む）�

　昭和51年４月２日から昭和57年４月１日までに�

　生まれた者�

・大学卒／昭和49年４月２日から昭和53年４月１�

　日までに生まれた者�

○試験方法�

・高校卒／教養試験、適性試験、作文試験　�

・大学卒／教養試験、適性試験、論文試験�

○受付締切�

　８月13日fまで（所定の申込書により）�

○試験日�

　平成11年９月19日a　中標津町役場�

　　　　問い合わせ／総務課職員係（内線２２４）�

平成12年度根室支庁管内�
町職員採用資格試験実施の�

お知らせ�
�

11月10日（水）　�午後1時30分�

家
屋
の
新
築
・
増
築
な
ど
の

調
査
を
行
い
ま
す

平
成
十
二
年
度
か
ら
固
定
資
産
税
の

課
税
対
象
と
な
る
家
屋
の
新
築
・
増
築

な
ど
の
調
査
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

調
査
に
あ
た
り
、
各
戸
の
敷
地
内
に

立
ち
入
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

家
屋
の
取
り
壊
し
・
所
有
者
変
更
　

の
届
け
出
は
お
早
め
に

固
定
資
産
税
課
税
対
象
家
屋
で
、
取

り
壊
し
た
り
、
所
有
者
が
変
更
に
な
っ

た
場
合
に
は
、
届
け
出
が
必
要
で
す
。

必
ず
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
／
資
産
税
係（

内
線
２
３
３
）

道
政
モ
ニ
タ
ー
の
募
集

道
で
は
、
広
く
道
民
か
ら
道
政
に
関

す
る
意
見
や
要
望
な
ど
を
お
聴
き
し
、

よ
り
よ
い
北
海
道
づ
く
り
の
参
考
に
さ

せ
て
い
た
だ
く
「
道
政
モ
ニ
タ
ー
」
を

次
に
よ
り
募
集
し
ま
す
。

○
応
募
資
格
／
管
内
に
在
住
の
満
二
十

歳
以
上
で
道
政
に
関
し
て
関
心
を
持
ち
、

道
の
行
政
施
策
に
つ
い
て
積
極
的
に
意

見
や
要
望
を
お
寄
せ
い
た
だ
け
る
方
。

○
モ
ニ
タ
ー
の
仕
事
／
道
政
に
つ
い
て

の
ご
意
見
・
要
望
を
文
書
や
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
に
よ
り
提
出
等

○
委
嘱
期
間
／
平
成
十
一
年
九
月
一
日

か
ら
平
成
十
三
年
三
月
三
十
一
日

○
締
切
／
八
月
五
日
（
木
）

応
募
・
問
い
合
わ
せ
／
根
室
支
庁
総
務

課
広
報
渉
外
係
（
1
０
１
５
３
２
―
３

―
６
１
３
１
内
線
２
１
１
７
）

町
道
の
通
行
止
め
に
つ
い
て

新
高
橋
覆
補
修
工
事
の
た
め
、
町
道

本
別
誘
導
線
（
本
別
85
番
地
２
〜
西
春

別
43
番
地
28
）
が
全
面
通
行
止
め
と
な

り
ま
す
。

○
期
間
／
七
月
二
十
四
日
（
土
）
〜
十

月
三
十
日
（
土
）
ま
で

問
い
合
わ
せ
／
維
持
係
（
内
線
３
２
６
）

西春別駅前市街�

駐
屯
地�

道道
大成
西春
別線
�

六
十
一
線�

●明治乳業工場�

通行止�
区間�

迂回路�
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お知らせ�

おめでた・おくやみ�
（6月1日から6月30日届出分まで）�
　　　　　　　　お誕生おめでとう�
　　　　　　　　　　　 （保護者）�
　ub橋　杏茄ちゃん（女）智　美（別　　　海）�
　u杉永　波暉ちゃん（男）博　朋（尾　岱　沼）�
　u大澤　　蓮ちゃん（男）誠　志（西　春　別）�
　u鈴木保乃佳ちゃん（女）一　峰（上　風　連）�
　u伊藤　玲奈ちゃん（女）輝　幸（上　春　別）�
　u高橋　唯人ちゃん（男）秀　告（別　　　海）�
　u　内　　星ちゃん（女）　修　（中　春　別）�
　u畠山　優花ちゃん（女）吉　男（美　　　原）�
　u古屋　佑馬ちゃん（男）光　博（西　春　別）�
　u村山　璃音ちゃん（女）尚　哉（別　　　海）�
　u齊藤　　廉ちゃん（男）秀　人（尾　岱　沼）�
　u浅沼　珠季ちゃん（女）康　之（中　西　別）�
　u村井　夕菜ちゃん（女）光　信（西　春　別）�
　u守屋　美紅ちゃん（女）　勲　（別　　　海）�
　　　　　　　　ご結婚おめでとう�
　u松隈　慎一・b橋　千春さん　（別　　　海）�
　u本田　　剛・西亦　芳江さん　（中　春　別）�
　u袴田　充輝・佐藤　好美さん　（尾　岱　沼）�
　u坂本　禎則・長崎由紀子さん　（西春別駅前）�
　u松田　勝広・漆原　智美さん　（別　　　海）�
　u安田三千雄・橋本　恭子さん　（西　春　別）�
　u清野　秀樹・武田　早苗さん　（別　　　海）�
　u天神　英樹・高橋　幸子さん　（走　古　丹）�
　u金本　　満・森　なつ美さん　（西　春　別）�
　u上林　健一・谷口あゆみさん　（尾　岱　沼）�
　u櫻田　一広・宮崎　幸枝さん　（尾　岱　沼）�
　u小野　敏春・多田　睦子さん　（別　　　海）�
　　　　　　　　お悔やみ申し上げます�
　s佐藤　忠男さん　（７１歳）　（西　春　別）�
　s長沼　早苗さん　（３８歳）　（中　春　別）�
　s菅　　健aさん　（５１歳）　（別　　　海）�
　s中西　金丸さん　（８１歳）　（別　　　海）�
　s鈴木キミノさん　（８６歳）　（別　　　海）�
　s永田よ志ゑさん　（７８歳）　（大　　　成）�
　s池内　章一さん　（６４歳）　（本　別　海）�
　s鈴木キミヱさん　（８９歳）　（本　別　海）�
　s木村　　吾さん　（８３歳）　（西　春　別）�
　s竹本フミノさん　（８２歳）　（別　　　海）�

郵
便
局
の
ミ
ニ
レ
タ
ー

楽
し
く
作
ろ
う
、ア
イ
デ
ア
貯
金
箱

郵
政
省
で
は
「
第
二
十
五
回
私
の
ア

イ
デ
ア
貯
金
箱
コ
ン
ク
ー
ル
」
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

応
募
は
一
人
一
点
で
、
小
学
生
な
ら

ど
な
た
で
も
応
募
で
き
ま
す
。
作
品
は

原
則
と
し
て
所
属
学
校
を
通
じ
て
、
最

寄
り
の
郵
便
局
へ
九
月
十
日
ま
で
に
提

出
願
い
ま
す
。
参
加
賞
の
ほ
か
数
多
く

の
賞
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ア
イ
デ
ア
を

こ
ら
し
た
ユ
ニ
ー
ク
な
作
品
を
ふ
る
っ

て
応
募
く
だ
さ
い
。
な
お
、
詳
し
い
こ

と
は
お
近
く
の
郵
便
局
ま
で
。

万
一
に
備
え
て

郵
便
局
の
簡
易
保
険

簡
易
保
険
は
、
大
勢
の
人
に
加
入
し

て
い
た
だ
き
、
み
ん
な
の
掛
け
た
保
険

料
で
、
お
互
い
に
助
け
あ
う
制
度
で
す
。

万
一
の
場
合
の
生
活
保
障
な
ど
、
み
な

さ
ま
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
各

種
の
保
険
・
年
金
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

暮
ら
し
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
簡
易
保

険
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
ご
相
談
は
お

気
軽
に
窓
口
ま
た
は
セ
ー
ル
ス
マ
ン
ま

で
。

「
国
際
協
力
に
関
す
る
」
作
文
募
集
中

国
際
協
力
に
関
し
て
、
思
う
こ
と
、
や

っ
て
み
た
い
こ
と
等
の
作
文
を
募
集
中
で

す
。
応
募
は
Ａ
４
サ
イ
ズ
四
百
字
原
稿
用

紙
三
枚
程
度
（
小
学
生
は
二
枚
程
度
）
の

作
文
に
ま
と
め
郵
便
局
に
九
月
十
日
ま
で

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

赤
十
字ふ

れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ
開
催

日
本
赤
十
字
社
別
海
町
分
区
（
分
区

長
　
佐
野
力
三
）
で
は
、
八
月
二
十
九

日
（
日
）、交
流
館
ぷ
ら
と
横
の
多
目
的

広
場
に
お
い
て
「
赤
十
字
ふ
れ
あ
い
フ

ェ
ス
タ
」
を
開
催
し
ま
す
。

こ
の
事
業
は
、
赤
十
字
事
業
の
内
容

を
広
く
一
般
住
民
の
方
々
に
ご
理
解
頂

き
、
特
に
災
害
に
お
け
る
赤
十
字
活
動

と
別
海
町
に
お
け
る
災
害
対
策
事
業
を

展
示
や
体
験
か
ら
知
っ
て
頂
く
も
の
で

す
。
ま
た
、
当
日
は
一
般
公
募
に
よ
る

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
開
催
し
ま
す
。

・
主
な
事
業

①
赤
十
字
パ
ネ
ル
展

②
災
害
救
援
物
資
展
示

③
赤
十
字
救
急
法
と
家
庭
看
護
体
験

④
車
イ
ス
試
乗
体
験

⑤
災
害
時
非
常
食
炊
き
出
し
実
演
試
食

そ
の
他
に
も
、
ゲ
ー
ム
や
お
楽
し
み

抽
選
会
も
あ
り
ま
す
。

多
く
の
方
々
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

○
時
間
／
十
時
〜
十
四
時

○
雨
天
決
行
（
ぷ
ら
と
全
館
）

※
な
お
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
希

望
の
方
は
八
月
二
十
日
（
金
）
ま
で
日

赤
分
区
事
務
局
（
1
五
―
二
一
四
八
）

へ
ご
連
絡
下
さ
い
。

終
戦
当
時
の
引
き
揚
げ
者
の
方
々
へ

通
貨
・
証
券
な
ど
を

お
返
し
し
て
い
ま
す

税
関
で
は
、
お
預
か
り
し
て
い
る
次

の
通
貨
・
証
券
な
ど
を
お
返
し
し
て
い

ま
す
。

○
終
戦
後
、
外
地
か
ら
引
き
揚
げ
て
こ

ら
れ
た
方
が
、
上
陸
地
の
税
関
・
海
運

局
に
預
け
ら
れ
た
通
貨
・
証
券
な
ど

○
外
地
の
終
結
地
に
お
い
て
総
領
事
館

な
ど
に
預
け
ら
れ
た
証
券
な
ど
の
う
ち
、

日
本
に
送
り
返
さ
れ
た
も
の

返
還
の
申
し
出
は
、
ご
本
人
の
ほ
か
、

家
族
の
方
も
お
受
け
し
て
お
り
ま
す
。

お
心
当
た
り
の
方
は
、
上
陸
地
を
所
管

す
る
税
関
ま
た
は
最
寄
り
の
税
関
へ
お

問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
／
根
室
税
関
支
署

（
1
０
１
５
３
２
―
３
―
２
０
０
１
）
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お知らせ�

寄
　
付

・
別
海
町

▽
日
本
電
信
電
話
㈱
釧
路
営
業
支
店

（
釧
路
市
）
▽
安
部
新
一
さ
ん
（
別
海
常

盤
町
）

・
社
会
福
祉
協
議
会

▽
長
沼
凌
子
さ
ん
（
中
春
別
南
町
）
▽

兼
松
幸
裕
さ
ん
（
美
原
）
▽
外
川
正
文

さ
ん
（
別
海
宮
舞
町
）
▽
中
西
初
子
さ

ん（
別
海
寿
町
）▽
稲
葉
久
子
さ
ん
（
静

岡
県
伊
東
市
）
▽
小
原
賢
造
さ
ん
（
西

春
別
宮
園
町
）
▽
鈴
木
孝
子
さ
ん
（
本

別
海
）
▽
永
田
忠
則
さ
ん
（
大
成
）
▽

佐
藤
と
よ
子
さ
ん
（
西
春
別
）
▽
竹
本

◆
暑
い
日
が
つ
づ
き
「
暑
い
暑
い
の
連

発
」
で
少
し
夏
バ
テ
気
味
で
す
。
短
い

夏
も
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
が
、
健

康
管
理
に
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
▽

子
供
た
ち
は
夏
休
み
に
入
り
、
楽
し
く

過
ご
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
宿
題

は
早
め
に
？
▽
最
近
道
内
で
、
交
通
事

故
（
死
亡
）
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
皆

さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
、
し
っ
か
り
ハ
ン

ド
ル
を
に
ぎ
り
、
心
を
引
き
締
め
て
安

全
運
転
を
し
て
く
だ
さ
い
。

（
Ｋ
）

◆
高
校
野
球
甲
子
園
大
会
が
開
か
れ
て

い
ま
す
。
毎
年
テ
レ
ビ
の
放
送
を
見
る

た
び
に
、
自
分
に
も
甲
子
園
を
目
指
し

た
時
が
あ
っ
た
の
を
思
い
出
し
、
苦
し

か
っ
た
こ
と
、楽
し
か
っ
た
こ
と
、様
々

な
場
面
が
脳
裏
に
浮
か
ん
で
き
て
し
ま

い
ま
す
。
一
方
、
甲
子
園
に
出
場
出
来

な
か
っ
た
球
児
た
ち
は
、
夏
休
み
の
間
、

秋
の
新
人
戦
に
向
け
猛
暑
の
グ
ラ
ウ
ン

ド
で
白
球
を
追
い
続
け
て
い
ま
す
。
別

海
高
校
野
球
部
も
新
し
い
球
場
で
、
汗

を
流
し
な
が
ら
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

機
敏
に
動
け
る
あ
の
時
代
の
体
に
戻
り

た
い
。
戻
し
た
い
。
と
願
う
今
日
こ
の

ご
ろ
で
す
。

（
た
く
）

国�民�年�金�

ス
ピ
ー

ド

ダ
ウ
ン

シ

ー

ト
ベル
ト

シートベルトしめる習慣�
あなたから�

別海町の交通事故発生状況�

発生19件、死者２名、傷者28名�
前年同期比   （＋３）　　　  （－３）　    　（＋10）　　 　�

（平成11年１月１日～７月26日）�

「毎月15日は、道民交通安全の日です」�

～年金を受けているみなさまへ～
「現況届」は忘れずに提出しましょう。
「現況届」は年金を受けている方が、引き続き年金
を受ける権利があることを確認す
る大切な届け出です。
提出を忘れると、年金の支払い

が一時的にストップされますので、
ご注意ください。
手続きは
誕生月の始めに「現況届」（ハガキ）が送られます。

町長の証明は不要となっていますので、誕生月の末
日までに提出してください。
福祉年金から切り替えられた障害基礎年金及び20

歳前の傷病による障害年金を受けている方は、７月
の初めに「現況届」が送られます。７月31日までに
役場及び支所・出張所の国民年金担当窓口へ提出し
てください。
診断書を必要とする方には診断書用紙が送付され

ていますので、病院等で医師の記入を受け、提出し
てください。
1年に1度の大切な届け出ですのでお忘れなく

社会保険事務相談所開設日
○日時／９月21日c 13時～17時
○会場／中標津町商工会
問い合わせ／国民年金係（内線４８４）

☆国民年金保険料の納付は、
安心・便利・確実な口座振替・自動払込でY 四

か
ら
六
枚
と
し
、
参
考
資
料
と
し
て

題
、住
所
、氏
名
、年
齢
、性
別
、
職
業
又

は
学
校
名
を
記
し
た
別
紙
を
添
付
す
る
。

用
紙
は
役
場
町
民
福
祉
課
社
会
福
祉

係
に
あ
り
ま
す
。

障
害
者
の
日
ポ
ス
タ
ー

○
内
容
／
障
害
を
持
つ
人
に
対
す
る
理

解
を
深
め
る
も
の

○
規
程
／
画
用
紙
Ｂ
３
版
縦
書
き
又
は

四
つ
切
り
と
す
る
。

資
格
／
小
学
生

及
び
中
学
生

○
締
切
／
九
月
十
日
（
金
）

応
募
、
問
い
合
わ
せ
／
根
室
支
庁
社
会

福
祉
課
地
域
福
祉
係

（
1
０
１
５
２
―
３
―
６
１
３
１
）

賢
二
さ
ん
（
別
海
）

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

「
心
の
輪
を
広
げ
る
体
験
作
文
」

及
び「
障
害
者
の
日
の
ポ
ス
タ
ー
」

の
募
集
に
つ
い
て

心
の
輪
を
広
げ
る
体
験
作
文

○
内
容
／
障
害
を
持
つ
人
、
持
た
な
い

人
相
互
の
心
の
ふ
れ
あ
い
体
験
な
ど
。

○
テ
ー
マ
／
出
あ
い
、
ふ
れ
あ
い
、
心

の
輪
。
学
校
、
職
場
、
地
域
で
の
あ
な

た
の
体
験
を
広
げ
よ
う

○
規
程
／
四
百
字
詰
原
稿
用
紙
に
小
中

学
生
は
二
か
ら
四
枚
、
高
校
、
一
般
は
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〒086-0205 北海道野付郡別海町別海常盤町280番地�
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こ
の
広
報
紙
に
は
森
林
保
護
の
た
め
再
生
紙
を
使
っ
て
い
ま
す
�


